
群
馬
・薬
師
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
群
馬
県
藤
岡
市
鮎
川
字
薬
師

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
六
年

（平
８
）
三
月
１

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
藤
岡
市
教
育
委
員
会

・
山
武
考
古
学
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
志
村
　
折
Ｔ

長
谷
川

一
郎

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代

。
平
安
時
代
ｔ
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

薬
師
遺
跡
は
藤
岡
市
街
地
の
南
西
約
四
ｋｍ
に
位
置
し
、
藤
岡
台
地
の
扇
頂
部

付
近
に
あ
た
る
。
調
査
区
は
幅
二
四
ｍ
長
さ
五
〇
ｍ
で
、
北
側
は
東
西
に
走
る

伝
鎌
倉
街
道
に
接
し
て
い
る
。

調
査
の
結
果
、
幅
約
七
ｍ
で
両

側
に
側
溝
を
も
つ
鎌
倉
街
道
と

考
え
ら
れ
る
道
路
遺
構
、
及
び

こ
れ
に
直
交
す
る
土
橋
状
の
入

口
を
も
つ
長
辺
約
六
〇
ｍ
短
辺

吟

約
三
五
ｍ
の
方
形
区
画
を
確
認

高

し
た
。
こ
の
区
画
は
三
重
の
溝

に
囲
ま
れ
、　
一
辺
三
〇

・
四
ｍ

の
中
央
区
画
内
か
ら
は
、
井
戸

一
基
、
火
葬
跡
や
土
媛
墓
四
六
基
な
ど
の
墓
地
、

掘
立
柱
建
物
二
五
棟
な
ど
、
中
世
を
主
体
と
す
る
多
数
の
遺
構
を
検
出
し
た
。

こ
の
他
、
平
安
時
代
の
住
居
跡
五
軒
も
確
認
し
て
い
る
。

今
回
報
告
す
る
柿
経
は
、
こ
の
区
画
内
の
井
戸
底
面
の
湧
水
付
近
か
ら
約
四

〇
〇
点
出
土
し
た
。
井
戸
は
長
径
四

・
七

一
ｍ
短
径
四

。
二

一
ｍ
深
さ
三

・

六
ｍ
で
、
柿
経
以
外
で
は
、
人
骨
や

「暦
応
」
全

〓
三
人
―
〓
一一四

し
銘
の

板
碑
、
「文
明
五
年
」
盆

四
七
一じ

銘
の
五
輪
塔
、
常
滑
甕
、
内
耳
鍋
、
火
鉢
、

橋
り
鉢
、
瓦
、
石
臼
、
木
製
の
櫛

・
柱
材
、
モ
モ

・
ス
モ
モ
・
セ
ン
ダ
ン
の
種

子
な
ど
、
多
数
の
遺
物
が
多
量
の
礫
に
混
じ
っ
て
出
土
し
て
い
る
。

柿
経
は
幅

一
・
四
側
の
極
め
て
薄
い
木
片
に
書
か
れ
て
い
る
。
墨
書
は
漢
字

と
梵
字
に
大
別
さ
れ
、
前
者
が
経
文
、
後
者
が
種
子
と
考
え
ら
れ
る
。
経
文
は

断
片
的
で
は
あ
る
が
、
共
通
し
た
文
言
が
多
く
み
ら
れ
、
理
趣
経
の
文
言
を
確

認
し
て
い
る
。
両
面
写
経
で
あ
る
点
、
群
馬
県
吾
妻
郡
草
津
町
白
根
山
湯
釜
の

事
例
に
幅

・
字
配
り

・
木
取
り
な
ど
が
類
似
し
て
い
る
点
か
ら
、　
一
四
世
紀
か

ら

一
五
世
紀
に
位
置
付
け
ら
れ
る
柿
経
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
と
ま
っ
た
文
言

の
確
認
で
き
た
代
表
的
な
も
の
の
み
を
紹
介
す
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

⑪

　

輪
般
若
理
趣
所
謂
金
剛
平
等
則
□

　

　

　

（こ

さ
衆
〓

ｏ驚

②

　

輸
入
義
平
等
則
入
大
菩
薩
□
　

　

　

　

　

（ｅ

溢
伎
〓

ｏ盟
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(5)   (4)

特
薄
伽
梵

一
切
如
来
入
大
輪
如
来

平
等
則
入
如
法
輸
入

一
切
葉
平
等

□
入

一
切
法

⑪
ｌ
⑬
は
理
趣
経
を
墨
書
し
た
柿
経
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
コ

切
平
等
」

「理
趣
」
「金
剛
印
」
「雑
密
」
コ

切
如
来
」
な
ど
の
断
片
的
な
経
文
が
あ
る
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
東
京
国
立
博
物
館
の
時
枝
務
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

藤
岡
市
教
育
委
員
会

『Ｆ
二
人
ａ
東
平
井
中
道
Ｂ
遺
跡
　
Ｆ
二
人
ｂ
薬
師
遺

跡
』
盆
九
九
八
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（志
村
　
折
Ｃ

②

艤

③

（
ｏ
∞
）
×

解
卜
×
９
伽
　
ｏ
∞
牌

（
∞
ω
）
×

岸
卜
×
ｏ
∽
　
〇
∞
岸

（
］
の
）
×

Ｐ
∞
×
〇
∽
　
ｏ
∞
〕

木

簡

研

究

第
垂

号

巻
頭
言
―
木
簡
学
会
の
原
点
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎌
田
　
一死
一

二
〇
〇
〇
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
宮
跡
　
平
城
京
跡
左
京
三
条

一
坊
七
坪
　
藤
原
京
跡
十

一
条

・
朱
雀
大
路

酒
船
石
遺
跡
　
長
岡
京
跡
ω
　
長
岡
京
跡
②
　
平
安
京
跡
左
京
三
条

一
方
十
町
　
平
安

京
跡
左
京
六
条
三
坊
六
町
　
御
室
仁
和
寺
　
大
坂
城
跡
　
中
之
島
三
丁
目
所
在
遺
跡

（鳥
取
藩
蔵
屋
敷
跡
）

広
島
落
大
坂
蔵
屋
敷
跡
　
加
美
遺
跡
　
堺
環
濠
都
市
遺
跡

深
江
北
町
遺
跡
　
行
幸
町
遺
跡
　
柴
遺
跡
　
辻
子
遺
跡
　
幅
下
遺
跡
　
中
村
遺
跡
　
春

岡
遺
跡
群
　
大
坪
遺
跡
　
若
宮
大
路
周
辺
追
跡
群
　
北
条
小
町
邸
跡
　
北
条
泰
時

・
時

頼
邸
跡
　
汐
留
遺
跡
　
大
崎
城
跡
　
蜂
屋
追
跡
　
新
宮
神
社
遺
跡
　
柿
口
遺
跡
　
荒
井

猫
田
遣
跡
　
中
野
高
柳
追
跡
　
洞
ノ
ロ
遺
跡
　
仙
台
城
本
丸
跡
　
市
川
橋
遺
跡
　
赤
井

遣
跡
　
柳
之
御
所
遺
跡
　
馳
上
追
跡
　
石
田
追
跡
　
山
形
城
跡
　
本
町

一
丁
目
遣
跡

安
江
町
遺
跡
　
打
木
東
追
跡
　
畝
田
ナ
ベ
タ
追
跡
　
加
茂
遺
跡
　
士
口
田
Ｃ
遺
跡
　
美
麻

奈
比
古
神
社
前
遺
跡
　
麻
生
谷
遺
跡
　
下
ノ
西
遺
跡
　
腰
廻
遺
跡
　
蔵
ノ
坪
遺
跡
　
船

戸
桜
田
遺
跡
　
西
川
津
遺
跡
　
尾
道
遺
跡
　
周
防
国
府
跡
　
観
音
寺
遺
跡
　
中
前
川
町

二
丁
目
遺
跡
　
井
相
田
Ｃ
遺
跡
　
一死
岡

・
桑
原
遺
跡
　
彼
岸
田
遺
跡
　
沖
城
跡
ω
　
沖

城
跡
②
　
上
高
橋
高
田
遺
跡
　
白
藤
遺
跡
群

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
街

（
二
三
）

平
城
宮
跡

（七
七
次
）

釈
文
の
訂
正
と
追
加

（四
）

平
城
京
跡
左
京

一
条
三
坊
十
三
坪

（三
二
号
）

大
猿
田
遺
跡

（
一
九
号
）

荒
井
猫

田
遺
跡

（
二
二
号
）

東
木
津
遺
跡

（二

一
号
）
　

下
ノ
西
遺
跡

（二

一
号
）

七
世
紀
木
簡
の
国
語
史
的
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夫
飼
　
隆

飛
鳥
池
木
簡
の
再
検
討
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
真
司

新
刊
紹
介
　
Ｖ

・
Ｌ

・
ヤ
ー
ニ
ン
著

（松
木
栄
三

・
三
浦
清
美
訳
）

『白
樺
の
手
紙
を
送
り
ま
し
た
―
ロ
シ
ア
中
世
都
市
の
歴
史
と
日
常
生
活
』
渡
辺
晃
宏

彙
報
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頒
価
　
五
五
〇
〇
円
　
送
料
六
〇
〇
円




